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日 時 令和 7年 3月 12 日（水）15:00～16:00 

会 場 市役所 3階 会議室 3D 

出 席 委 員 安藤淳一委員、舟田敬委員、高杉眞委員、泉澤誉一委員、関川

修司委員、羽田好志委員 

欠 席 委 員 伊藤和也委員 

市 出 席 者 【建設部建設総務課】 

中垣部長、庄司次長、池端主査、佐藤主任 

 
・議事内容 
 
1 開会 
 
2 委嘱書交付 
 
3 建設部長挨拶 
 
4 委員の紹介 
 
5 会長・副会長の選出 
 
6 報告事項 
・北広島市管理不全空家等の認定について 

 

[意見及び回答] 

●A 委員：判断項目の中に灯油・ガソリン等の燃焼性のある物品が放置されている

状態にあると記載されていますが、家の灯油タンクに灯油が入っているかの確認

はしていますでしょうか。また、すべての調査表に言えることですが、建物概要の

樹木の四角の欄が入っていないように思います。さらに、整理番号 2について、付

属建物の部分が空欄であると思います。 

 
事務局： 

基本的に空き家となっている物件について、灯油タンクが空になっているケー

スは少なく、確認しますが、おそらくこちらも入っていると思います。本ケースは、

空き家への動物の出入りに関する苦情が寄せられていたので、そちらを管理不全

空家等の認定にあたっての重要な項目としました。 

調査表についてですが、ともに不備でしたので、修正します。 
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●B 委員：所有者と連絡が取れているかが 1 番のポイントになると思いますので、

その部分の記載を調査表に入れるべきだと思います。また、土地の面積と用途区分

が項目にあると、建築基準法に適したものなのかも分かりますし、今後の空き家の

活用可否の判断材料になると思います。 

 
事務局： 

所有者と連絡が取れているかの部分については、その他のところに記載できる

かと思います。また、管理不全空家等の認定の段階では、専門的な判断基準という

よりかは、苦情をもとに認定していくというのを１つの基準としています。専門的

な部分については、特定空家等の認定の部分で取り入れる形となります。 

 

●C 委員：整理番号 2について、動物の侵入は倉庫の方になりますでしょうか。 

 
事務局： 

空き家の方に動物が侵入し、倉庫の部分については、動物に加えて人も侵入でき

る状態となっております。 

 

●B 委員：過去に大雪等により外壁の剝がれた空き家があったかと思いますが、管

理不全の空き家は、落雪等による近隣への影響もそうですが、建物自体の崩壊の危

険性が高いため、外壁のクラックを見てほしいと思いました。 

 
事務局： 

認定の基準の 1つとして、苦情の有無を重要な判断材料としています。これ 

を抜いてしまうと、管理不全空家等の該当物件はまだまだ増えてくるかと思

います。1回目の認定については、この 4件に絞った形となります。今年度空き

家の全戸調査を行い、写真のデータもあるので、いただいた意見も踏まえながら、

管理不全空家等の認定に進めさせていただければと思います。調査表について

も、委員の皆様の意見を踏まえながらより良いものにしたいと考えております。 

 
 

●D 委員：今後について、4件の管理不全空家等について、どのように対応します

でしょうか。 

 

事務局： 

所有者に認定した旨の通知を行い、今後家をどうしていくかの聴き取りも含めて

対応させていただきます。それでもなお、所有者が対応しない場合は、指導や勧告

といった手順に進むため、審議会にはかりながら適宜進めていく形になります。 
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7 その他 
事務局より次回の空家等対策審議会の開催意向について説明 
 
8 閉会 
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議事録署名              
 
                   


